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行政改革指針・重点課題 　３　自治体間連携の推進 一般会計

法定受託事務の有無 予算区分（款 － 項 － 目）

その他（関係計画、要綱等） 交流宣言書（南木曽町）、きづなづくりの誓い（宝塚市） 2-1-9 まちづくり協働費

事業開始の背景、経緯等
南木曽町は木曽川の水源地が縁で平成18年に交流宣言書調印を行い、宝塚市は介助犬訓練施設「シン
シアの丘」が縁で平成24年に覚書「きずなづくりの誓い」を締結し、交流を開始した。

（両者と協働不可の場合はその理由）

（どのような事業なのか）

自治体（行政）間の交流を推進する。特に友好提携を結んでいる長野県南木曽町及び兵庫県宝塚市との交流を推進す
る。

（誰、何を対象にしているか）

市民往来者数

（対象をどのような状態にしたいか）

友好提携自治体間でより活発な交流をする。

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

(2018) (2019) (2020) (2021) (2022)

予算 59 59 59 48 48

決算 17 30 8 17

人件費(B) 千円 決算 1,749 1,581 592 599

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 1,766 1,611 600 616

事業対象の数(D)
（R4年度は想定数）

－ － － － －

対象あたりコスト（C/D)の
過去３年平均値

千円 － － － －

成果指標 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

（事業の意図を反映する指標） (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)

目標 7 7 7 7 7

実績 7 7 2 2

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠）

両市町と本市との交流の実態を把握するため、行事への参加など、自治体
間で行った相互訪問や交流事業及び情報交換した件数を指標とする。

（前年から指標を変更した場合はその理由）

（前年までの指標）

(成果指標等の目標に対する達成状況・分析状況や進捗状況など）

令和3年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、自治体間の往来が制限されている状況が続き、自
治体間の交流が思うように実施できなかった。

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

市内施設相互利用優待制度からパンフレットを相互に設置するなどの観光PR手法へと転換した。令和３年度は新型コロ
ナウイルス感染症の拡大状況をふまえ、相互間の意見交換のみに留めることとした。なお、令和4年度は長久手中央２
号公園がリニューアルしたことに伴い、感染症対策のしやすい屋外型の相互市町のPR物産展の企画等を意見交換をし
た。

（改善が必要なこと、改善の方法など）

新しい自治体間交流事業として、南木曽町の名産等のPRを、リニューアルした長久手中央２号公園を使用
した屋外型でのイベント形式で実施するなど、検討していく必要がある。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

両者と協働可
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業
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事業内容

事業対象

事業意図

項目 単位 区分

事業費(A) 千円

単位 区分

自治体間相互訪問交流件数 件

交流を行う自治体担当者と情報共有を行い、目標値を設
定した。なお、新型コロナウイルス感染症の影響によって
交流事業が円滑に進まないため、その実施方法について
は関係者で協議し、新型コロナウイルス感染症前の交流
件数を最大値として目標とする。

こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り

目標達成状況
・分析コメント

活動エピソード

改善ポイント
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報
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意
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事務事業① 地域間交流事業

活動指標 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

見込

実績

見込 5 5 5 5 5

実績 2

見込 1 1 1 2 2

実績 0

＜備考：活動の概要（R3年度(2021)）＞

Ｒ3実績：2件　※全て南木曽町との交流
相互市町観光PR事業、長久手市出産祝い事業

事務事業②

活動指標 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

見込

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R3年度(2021)）＞

事務事業③

活動指標 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

見込

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R3年度(2021)）＞

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

例年交流がある南木曽町に関しては、チラシのみの相互観光PRだけでなく新型コロナウイルス感染症の対策を考慮した
相互市町のPRの場を設ける事業を進める。

（いつごろまでに事業をどのような状態にしたいか）

毎年交流事業を行っている南木曽町以外の友好都市との今後の交流について、令和５年度までに情報の整理を行い、今
後の交流の方向性を決定する。

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当によ

る意見

・事業実施にあたっては、第６次長久手市総合計画の基本構想・基本計画を踏まえるとともに、長久手市みんなでつくるま
ち条例の趣旨に沿ったものとなるよう留意してください。
・成果指標欄には、取組の実績ではなく、得られた成果を記入してください。特性要因図（魚の骨図）等を利用して事業の
課題を深掘りし、その意図を反映する成果指標を設定してください。
・行政改革指針に係る「自治体間連携の推進」を踏まえ、引き続き事業に取り組んでください。
・市民との連携協働の可能性が「有」のため、事務事業での市民参加について模索してください。

内部意見への回答

単位 区分

(1) 市民参加の延べ人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の指
定の指標】
自治体間相互訪問及び交流件数

件

(3) 友好提携自治体の物産品展開催回数 回

今後の方向性 改善・見直し

単位 区分

(1) 市民参加の延べ人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

単位 区分

(1) 市民参加の延べ人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

今
後

今後の
方向性

中長期の
目標
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務
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③


